
 

 

 

ほけんだより 8 月号 
2020 年 8 月 3 日 

社会福祉法人尚徳福祉会 
保土ケ谷保育園 
看護師  

照りつける太陽のもと、暑さに負けずに子どもたちは元気に過ごしています。 

新園舎での新しい生活が始まりました。新しい園舎に興奮気味の子も。慣れない場所でのケガや事故のな

いよう、気を付けてみていきたいと思っています。 

お知らせ 

尿検査の日程が決まりました。 

11 月 11 日（水）  

対象はぺんぎん組・ぱんだ組・きりん組です。 

 

園内で報告された感染症 

（7 月） 

突発性発疹 

伝染性紅斑 

手足口病 

虫刺されへの対処法は？ 

～山や海など自然に近い場所へ行くときに～ 

≪ムカデ咬症≫ 

かまれた瞬間に激痛を生じて赤く腫れる。 

痛みは数時間以内に治まることが多い。 

過去にムカデ・ハチに刺されたことがあると

アナフィラキシー症状が出現する場合も。 

「かまれたら熱いお湯をかけ温めるとよい」

といわれるが、温熱療法に科学的な証拠はな

い。やけどのリスクを考えると「まずは冷却

療法」が現実的。 

≪ハチ刺症≫ 

巣の周囲で活動しているハチは刺すもの

と考える。ハチに襲われたら素早くその

場から離れる。 

虫よけ剤はハチには効果がない。 

刺されたら冷却療法を行う。 

刺されたらアナフィラキシーの出現に注

意。心配な症状があれば救急車を要請す

る。 

≪クラゲ刺症≫ 

刺された時の対処法は種類によって異なる。 

沖縄付近に生息するハブクラゲは、食酢をかけて触手を取り除く。

日本近海に多いカツオノエボシ・アンドンクラゲは食酢や水をか

けると逆に刺胞が発射されるので、海水をかけて触手を除去する。

温熱療法が行われることもあるが、やはり冷却療法のほうが無難。 


